
令和４年１２月２０日 

北九州市子ども家庭局子育て支援課 

報道機関 各位 

 

食品ロスの削減に向けて廃棄されるトマトを有効活用し、 

九州栄養福祉大学と西日本工業大学がレシピ開発とパッケージデザインを行った 

『トマトの恩返しカレー』の市長へのお披露目について 

 

 北九州市では、「響灘菜園㈱」「九州栄養福祉大学」「西日本工業大学」などと「子ども食堂の支援

に向けた取組に関する協定」を締結し、市内の子ども食堂へのトマトの寄贈やボランティアの派遣

など、各団体と連携して子ども食堂の支援を行っています。 

 この連携の中で、響灘菜園㈱で発生する「食べられるのに」表面の傷などで廃棄せざるを得ない

トマトを有効活用できないかとの課題が立ち上がり、九州栄養福祉大学がレシピ開発を、西日本 

工業大学がパッケージデザインを行い、さらに複数の企業や団体にもご協力をいただいて、廃棄 

トマトを使ったレトルトカレーの開発に取り組んできました。 

 開発したカレーは、廃棄されるはずのトマトが活用されることから、『トマトの恩返しカレー』と

名付けました。今後、店頭での販売を目指すとともに、子ども食堂に配布するなど、子ども食堂の

支援にも活用する予定です。 

このカレーがいよいよ完成し、北橋市長にお披露目をいたしますので、ぜひご取材ください。 

 

１ 日 時  令和４年１２月２７日（火） １１時００分から１１時３０分（20～30 分程度） 

２ 場 所  北九州市役所 本庁舎３階 大集会室 

３ 訪問者  ２６名 

   響灘菜園㈱ 代表取締役社長     猪狩 英之 （いかり ひでゆき）、他１名 

   九州栄養福祉大学 食物栄養学部 食物栄養学科 

         准教授         室井 由起子（むろい ゆきこ） 、他１名 

         学 生         緒方 美優 （おがた みゆう） 、他４名 

   西日本工業大学 デザイン学部 情報デザイン学科 

         教 授         梶谷 克彦 （かじたに かつひこ） 

         学 生         仲宗根 盛太（なかそね せいた） 、他７名 

   子ども食堂ネットワーク北九州 代表 大村 美智子（おおむら みちこ） 、他１名 

   その他関係団体・企業 ６名 

４ 市長お披露目の概要 

 ① 訪問者挨拶・開発趣旨等説明 

 ② 市長挨拶  

③ 『トマトの恩返しカレー』の試食  

④ 歓談 

 ⑤ 記念撮影 

 

 【問い合わせ先】 

  子ども家庭局子育て支援部子育て支援課：上島・広村 ＴＥＬ ０９３－５８２－２４７３ 


